
2017.5.29

｜   Copyright      Tom’s Co., Ltd. All rights reserved.｜   Copyright      Tom’s Co., Ltd. All rights reserved.

ガンの本態とは

　１個のガン細胞が大きな塊になるまでには１０
年ほどかかります。若い頃には免疫力が強いので
大きな塊にはなりにくいのですが、４０歳を過ぎ
ると免疫力が低下してくるので、ガン細胞は急速
に増加する過程で変異を起こし、他の臓器に転移
します。ガンは転移すると抗ガン剤を投与しても
徐々に効果が薄れる薬剤耐性になります。
　ガンは生物の進化に似ています。親から子に遺
伝子が受け継がれる際、遺伝子変異が起き環境に
適合していきます。ガン細胞は細胞分裂するほど
ＤＮＡが変異して高い増殖能力を持つ怪物になり
ます。これが感染症よりガン治療が格段に難しい
理由です。ガンにならないように免疫能力を維持
することが大切です。

免疫力を上げよう
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ガンという病気
　誰にでも、人生の最後には死が訪れます。戦乱の世なら戦死する人が多くいたでしょう。
衛生環境の悪い国なら感染症で亡くなる人が多いでしょう。どのような原因で死亡するかは
その国や時代の姿を映しています。日本では１９８０年代から死因の第１位はガンです。そ
の結果、ガンは国民病と呼ばれるようになりました。
　古代にはガンによる死亡の記録はありません。その理由は多くのガンが体内深くの臓器で
発生することから外から見ても分からなかったからです。また、ガンで死亡する前に伝染病
などの感染症や脳卒中・心筋梗塞などで亡くなっていたこともあるでしょう。１７６０年か
ら１８３９年の間のガンによる死亡を調査したところ、１００人に１人もいませんでした。
ガンが増加したのは１５０年前くらいからなのです。医薬品や衛生環境の改善によりガン以
外の病気で死亡することが少なくなり、最後にガンになり死亡するのです。つまり、他の病
気に対する治療法は進んでいるけれども、ガンの治療法は４０年もの間、画期的な進展が見
られていないということです。

ガン治療が進展しない理由
　ガンはガン化を起こすＤＮＡを傷つける原因や機会が増えることで発症すると考えられて
います。ＤＮＡが傷つくことで細胞の制御システムが徐々に破壊され、無制限、無秩序な細
胞増殖が始まります。ガン治療が進展しない理由は、感染症ならウイルスの種類を明確にす
れば感染防御の対策ができますが、ガンはその原因が明らかでないためです。ガン細胞は栄
養と酸素が供給されれば永遠に細胞分裂を続けるので「（悪性）新生物」とも呼ばれます。
　カラダを構成する細胞塊（組織・臓器）は１個の受精卵から始まります。この受精卵が分
裂を繰り返すことでカラダが作られます。その作り方はすべての細胞の核にあるＤＮＡの設
計図が元となります。通常は、正常な細胞分裂にはさまざまな形で増加に歯止めがかかって
います。細胞分裂は細胞増殖因子と呼ばれるタンパク質の信号を受けて行われます。細胞増
殖が進むと塊となり、他の臓器と接触すると信号が出て細胞増殖が止まります。無制限な増
殖を制御する仕組みが遺伝子の設計図に書き込まれているからです。
　また、正常な細胞は何か異常が発生したと察知すると遺伝子が働いて自爆し、異常な細胞
が取り除かれる仕組みになっています。これをアポトーシスといいます。さらに、細胞には
寿命があり、分裂してコピーされる度に染色体の末端にあるテロメアが少しずつ短くなりま
す。テロメアが短くなると細胞は分裂できなくなります。これが細胞の死です。
　このように、正常細胞には分裂増殖を抑える仕組みがあります。また、カラダには免疫機
能という防御能力があり、外部から侵入したウイルスや細菌を攻撃する仕組みがあります。
通常、自分の細胞は攻撃しません。ところが、病原体からの攻撃を受けると正常細胞の分裂
にミスコピーが生じ、蓄積してガン化します。生じたガン細胞は毎日５０００個ほど発生し
ますが免疫担当細胞が攻撃排除してガンの発生を制御しています。ここで取り逃がしたガン
細胞が増殖して成長するのです。
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ガンですね


